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新型コロナウイルスの影響で、４日間短縮になり、様々な行事等も延期や中止になった「特別な夏休

み」が終わり、２学期が始まりました。２学期の始業式の中で、１学期の終業式で子ども達にお願いをし

た２つのことを確認しました。 

１つは、夏休み中も、家庭や地域で元気な「あいさつ」をすることです。２つ目は、お手伝いではなく、

自分の１つ「仕事」を決めて毎日続けてすることです。１つ目の「あいさつ」は、ほとんどの子ども達が

「できた」と挙手しました。おうちの方、地域の方の評価は、どうでしょうか？ 

続けて、２つ目の「仕事」について尋ねてみると、これまたほとんどの子ども達が「できた」と挙手し

ました。みんな自信に満ちた顔で挙手していました。そこで、続けざまに、「では、どんな仕事をしたか

を、みんなの前で発表してくれる人」と尋ねると、ほぼ全員がすぐに挙げていた手をおろしました。さっ

きまでの自身に満ちた顔が、みるみるうちにうつむき加減になりました。私の予想通りです。再度、「仕

事ができた人」と聞くと、今度は自信なさげに挙手しました。なかには、手を挙げない子どももいました。

再度「どんな仕事をしたかみんなの前で発表してくれる人」と尋ねると、今度は６年生が２名ほど手を挙

げたままでした。他の子ども達は、また手をおろしました。６年生の一人に発表してもらいました。そし

て、「仕事」をやり続けることができたことを褒めました。それ以上に、みんなの前で発表できたことを

褒めました。 

家庭教育学級でもお話しましたが、「人前で自分の考えを発表する。」ということは、大人でも結構勇気

がいります。なぜ、勇気がいるのでしょうか？それは、子ども達にも話しましたが、「うまく言えなかっ

たら…」「もし、笑われたら…」等など、失敗のイメージが先にくるからではないでしょうか。しかし、

失敗を恐れて挑戦しなかったら、いつまでも現状のままです。人は失敗からたくさんの事を学びます。挑

戦しないで失敗を回避するより、挑戦して、たくさん失敗して学んで欲しいです。特に子ども時代は。 

「発表に限らず、失敗を恐れず、いろいろな事に挑戦する２学期にしていきましょう」と話したところ

です。２学期のキーワードは「挑戦」です！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                      

 

 

 

 

９月 １日（火）運動会結団式 10 月１６日（金） 

９月 ４日（金）参観日（５・６校時） 高学年集合学習、スポーツフェスタ⇒中止 

９月１７日（木）運動会予行練習 10 月２３日（金）町小中学校音楽祭⇒中止・放送 

９月２５日（金）振替休業日（９/２６分） 10 月２４日（土）～２５日（日） 

９月２６日（土）運動会前日準備 小中学校作品展（宮水小体育館） 

９月２７日（日）運動会  10 月２８日（水）３年生社会科見学⇒中止 

９月２８日（月）振替休業日（９/２７分） ※ 予定は変更になる場合があります。 
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